
30日間の集中研修コースを含む能力開発活動を通じて、食料農業植物遺伝資源（PGRFA）の保全や、遺伝子バンク活動、お
よび植物育種において、専門家の能力を向上

研修やワークショップの実施、また統合的な有機農業技術の開発を通じて、ASEAN地域の米農家が有機農業システムを活用
できるように能力を向上

ワークショップ（140名が参加）の実施と、ASEANにおけるバイオガスのベストプラクティスに関する出版物の発行を通じ
て、バイオガス開発関係者の能力を向上

ワークショップ（68名が参加）を通じて、化学肥料と農薬の使用について、関係者の能力を向上

30日間の集中研修（14名の研修生が参加）を通じて、レジリエンスと持続可能性に向けた家畜バイオテクノロジーの役割に
ついて、若手研究者の能力を向上

ワークショップ（60名以上が参加）や現地訪問を通じた、野菜の収穫後処理技術に関する参加者の潜在的知識の見直し

水生動物の健康を促進するために、急性肝すい臓壊死病およびその他の国境を越える感染症に関する地域技術協議会を実施
（60名が参加）、また同協議会で議論された内容を広めるための を作成出版物

協議会（73名が参加）を通じて、ASEAN地域における水生動物の疾病発生を体系的に管理するための政策提言を作成、ま
た研究開発の優先分野を特定

以下の取り組みを通じて、ASEAN地域における農産物・製品の収穫後ロスを削減
 ポストハーベスト専門家ネットワーク（APHENet）の設
 インドネシア、タイ、ベトナムの3カ国でのパイロット活
 地域および国内での協議

戦略的推進事項1：持続可能な「グリーン」技術と資源管理システムにより、生産量と品質を向上させ、収穫前および収穫後の損失と廃
棄物を最小限に抑える

南米トマト葉虫（Tuta absoluta）の侵入を監視し、その悪影響を軽減するための地域の能力が向上しました。

以下の取り組みを通じて、稚魚の生存率を高めるための統計データ収集システムを改善、およびウナギ養殖技術を向上：

- 熱帯産ウナギの専門家14名が参加した、技術ワークショップの実施

- 熱帯産アンギラスウナギの養殖法に関するマニュアルの作成

- ASEAN地域において、持続可能なウナギ製品の生産とウナギの養殖を促進するための、資源管理フレームワークの強
化、またウナギ養殖技術の向上を目的とした、複数の報告書の作成

戦略的推進事項6：国際的・地域的課題に対する、ASEAN共同アプローチの強化

-

-

-

ASEAN責任ある農業投資のためのデジタル学習管理システム（LMS）プラットフォーム

分類能力構築プログラムを通じて、ASEAN加盟国の診断能力を向上し、設備を充実させることで、ASEAN地域診断ネット
ワーク（ARDN）戦略計画の実施を支援

ASEAN加盟国で生産・取引されている商業木材に加えて、あまり知られていない木材の樹種名の一覧と、それらに対応する
現地/取引名の一覧をまとめた、「ASEAN地域における同等の木材名」の本の作成

3つのワークショップと会議（80名以上が参加）を通じた、薬剤耐性の問題に対処するための畜産セクターの能力向上と地
域イニシアティブの合理化

植物寄生性線虫の診断に関する研修ワークショップの と の作成報告書 手引き

戦略的推進事項2：貿易の円滑化、経済統合と市場アクセスの強化

以下の取り組みを通じて、持続可能な農業のためのバイオエネルギー開発を促進し、ASEANにおける持続可能なバイオエネ
ルギー開発についての国内政策を強化：

- 100名以上が参加したセミナーとワークショップの開催

- マレーシア、ラオス、ベトナムで6つのパイロットモデルの実施

- ASEAN地域のバイオマスタウンとバイオマスエネルギー生産についての情報を共有し、バイオマスの利用を促進するため
の を設立ウェブサイト

第14回 国際水田・水環境ネットワーク（INWEPF）シンポジウムと運営会議（247名が参加）を実施し、水田における持続
可能な生態系のためのグッドプラクティスを推進

以下の取り組みを通じて、地域の灌漑用水管理を強化：

- 水位センサー32個、雨量計11個、電気伝導度センサー3個、塩分濃度測定ソフトウェアからなる遠隔測定装置を導入

- 遠隔測定法によるポンプ灌漑水管理のマニュアルを1000部作成

- 274名が参加した研修、ワークショップとセミナーを実施

CLMV（カンボジア、ラオス、ミャンマー、ベトナム）各国における水利用者グループの組織と管理に関する評価報告書の
作成と、同国における水利用者グループの組織と管理を改善するための報告書の作成、及びベストプラクティスを共有する
ための地域ワークショップの実施

第13回 国際水田・水環境ネットワーク（INWEPF）運営会議およびシンポジウムの開催

戦略的推進事項4：気候変動、自然災害、その他の脅威に対するレジリエンスの向上


以下の取り組みを通じて、食品関連分野における人材育成を推進：

- カンボジア、ラオス、ベトナムの代表者17名が、フードバリューチェーンコースに参加するための奨学金を提供

- 60名の代表者が参加した、計2回の日本の工場訪問の実施

- 55名以上の学生、教授、政府関係者が参加した、計2回の日本食品産業ツアーの実施


戦略的推進事項3：食料安全保障と食料安全性を確保、及び栄養の改善と公平な分配

https://repository.seafdec.org.ph/bitstream/handle/10862/5973/Regional%20Technical%20Guidelines%20on%20Early%20Warning%20System_EPRS_FINAL_09022020.pdf?sequence=1&isAllowed=y
http://aseanet.org/documents/JAIFPhase2/TWPPN/FinalReportTWPPN.pdf
http://www.aseanet.org/documents/JAIFPhase2/TWPPN/ManualTWPPN.pdf
http://greenenergyasean.com/

